
                                  

このリーフレットは、特別活動や総合的な時間などにおいて、北海道で発生した台風などによる被害について理解を深めるとともに、災害に対し、

日頃から自分の安全を確保するために、どのようなことが必要かを話し合うなどして、生徒自らが防災意識を高めることをねらいとしています。    
「風水害」は、強風と大雨および高潮、波浪により起

こる災害の総称で、「気象災害」は、大雨、強風、雷など

の気象現象によって生じる災害を指します。気象災害に

関する用語は、気象庁のウェブページで紹介されていま

す。 
気象災害に関する用語 

気象庁では、大雨や強風などの気象現象によって災害が

起こるおそれのあるときに「注意報」を、重大な災害が起

こるおそれのあるときに「警報」を発表します。 

気象庁 警報・注意報の解説 

北海道防災教育資料（風水害編）  

 日本は、毎年、台風や大雨、竜巻などによる被害を受けています。北海道

においても、過去に人命が失われたり、家が流されるなどの被害があり、災

害の発生に備える必要があることを理解させます。 

指導のポイント！ 

もっと詳しく！ 

気象災害の発生が予想される場合には、テレビやラジオなどで最新の気象情

報を入手するように指導します。 

「北海道防災教育資料 風水害について学ぼう」は、中

学校理科の学習指導要領に示されている気象に対する科

学的な見方や考え方を育成することや、自然環境の保全に

寄与する態度を育成することにおいて、効果的な教材で

す。特に理科の内容である「自然の恵みと災害」について

は、この資料を参考に、台風や洪水を題材にして指導する

と効果的です。 
 

気象庁のテキスト「大雨や台風に備えて」では、台風や大

雨によって起こる災害、台風情報の利用方法などについて紹

介されています。 大雨や台風に備えて 

指導のポイント！ 

 
気象情報に注意するとともに、市町村の「避難勧告」や「避難指示」の意味を

正しく理解し、危険を感じたら速やかに避難するよう指導します。「避難勧告」

は、災害が発生し、または発生するおそれがある場合に、居住者や滞在者に立ち

退きを勧め促すものであり、「避難指示」は、危険が切迫し、強く避難を指示す

る場合に発せられるものです。 

日頃からの備えについて家族で話し合い、生徒や保護者の防災意識を高め

るとともに、話し合った内容を学級で交流し、危険回避能力の向上を図りま

す。 

防災気象情報がきめこまかくなりました 

「政府インターネットテレビ」の「防災気象情報がきめ

こまかくなりました～風水害から身を守ろう」の番組では、

風水害への備えについて紹介されています。 

 

指導のポイント！ 

もっと詳しく！ 

もっと詳しく！ 

気象庁の発表する台風の強さ・大きさなどに関する情報とその活用方法に

ついて理解を深めます。 
台風の発生数と日本への接近数・上陸数などについては、気

象庁のウェブページで紹介されています。 

気象庁 台風の統計資料 

「風の強さの表現」が、平成25年3月から変更されています。
表中の「風の吹き方など」を取り上げて指導する際は、下記
のＵＲＬを参照してください。 
http://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/yougo_hp/kazehyo.html 


